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I はじめに
大佐渡山脈の尾根下の海抜 560mに位置する乙和池
は，谷の堰止めにより形成されたものとみなされてい
る。 1979年8月4日の私たちの調査誤1)量結果では，長さ
南北方向に 82m，最大幅 30m(東西)，面積 1672m2
あり，中央部には長さ 42m，幅 14m，面積 432m2の浮
島が存在し，この浮島と植物群落とは新潟県の天然記念
物に指定されている(図1， 2)。
図 1 南側よりみた乙和池と浮島
South-side view of Lake Otowa-ike and 
its floating islet， Sado Island in the Japan 
Sea. Photo on August 4， 1980. 
キ この報文を故菊池勘左エ門先生の霊前に捧げる
先に，私たちは白鳥渡来地として国の天然記念物に指
定され，全国的に著名な新潟県水原町の瓢湖の環境保全
について，陸水生物学的立場からの調査結果と，それに
基づく保全策を発表した(帆苅ら， 1978;松木ら， 1979; 
水原町， 1978， 1979)。その際，天然記念物ないし文化
財保護行政が現状維持に力を注ぐのみなので，かえって
環境の悪化を招いている現実を指摘した。
今回，高層湿原性浮島としては最大級のものに入る乙
和池の浮島及び植物群落の保全策に見通しを立てるた
め，本池の現状把握を行い，さらに既往の調査結果(真
保， 1934)との比較を試みた。わずか一日の調査ではあ
図 2 乙和池の浮島と井戸(御池)
View of floating islet and its well in 
Lake Otowa・ike.
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ったが多数の人の協力のもとに成果をあげ，綜合的な資 て，後述するような周辺植物に起因する有機質推積物の
料を得ることができたので報告する。 分解tこ要する酸素消費量が多しこれに比し，池畔水生
E 陸水学的観測
調査地点はすべてで8地点で，後述する大井戸の中の
1点のほかは，池中に浮島を取り囲むように設定した
(図3)。
測定項目は，採集時の気温，水温，電気伝導度， pH， 
透視度，透明度， 00，酸素飽和度，その他無機態窒素
(NHcN， N02-N， N03-N)，燐酸態燐 (POcP)，グロ
ロフィノレ a量， Cl-量である。 これらの測定結果は，
表示した(表1，2，3，4)。まず，電気伝導度は， 44.3~ 
105.1μI'Jfcm (K18)で表面の値が低く，底層が幾分高
い値を示した。 pHは総じて5.8で，徴酸性であった
が，以前に真保(1934)は5.2を測定してし、る。酸素飽
和度は，表面で 37.7~64.5% であったが，底層は無酸
素状態となっていることが確かめられた。この原因とし
Jh佐渡
植物や藻類によって生産された酸素供給が少ないためと
考えられる。
次に栄養塩分含量のうち無機態の総窒素量を算出する
と，各定点ごとでかなり異なっており (18μg/I~231μgf
1)，なかでもアンモニア態窒素の形による蓄積量が多か
った。しかし，浮島中の大井戸に設けた St.1の表面に
おけるアンモニア態窒素含量が 13μgflと低かったのは
注目された。これは，水の移動の極めて少ない井戸中に
繁茂しているウキクサやウキコケなどの水草によって吸
収されたためと思われる。燐酸態燐量は， 7~38μgfl で
あり末尾で議論するように，本池が腐植栄養の湖沼であ
るとするとやや多いと判断された。一般に腐植栄養湖の
特徴として，栄養塩量が多いにもかかわらず，生産量が
低いことが知られている。これは，利用可能な栄養塩が
腐植質に吸収されてしまうためと考えられてL、る。
o 20m 
01OKm 
図 3 佐渡島における乙和池の位置と形状ならひ、に調査地点、(1~8). 格子縞は浮島，浮島中
の3個の白色部分は井戸
Location and map of Lake Otowa.ike in Sado Island. Arabic figures indicate 
the stations settled and investigated. Cross stripes indicate a floating islet 
including three wells (blank). 
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表 1 乙和池(佐渡島)における陸水学的観測 (1979年8月4日)
Limnological condition in Lake Otowa-ike， Sado Island in the 
Japan Sea， observed on August 4， 1979. 
7i47¥¥ー??!
Time (AM) 
~てモ7
temperature 
Water (OC) 
temperature 
1242611r hlzo|。;25llj3211品。 ilul A2 
l(ji:;〉l(;:;〉l(;:::〕l(;;:i〕|(;i:;)((;;:2)((;::2)1(;i:i〉
o m 
Conductivity (μfJ/cm) 
xm 
(K 18) 
pH 
Clairvoyant rate 
? ???•• ? ?
3 4 
? ???????
19.0 
5 6 8 
9: 45 
21.5 
19.0 
Om 
xm 
74.0 i 
(78.0) I 
90.0 I 
(105.1) I 
5.8 I 
5.8 I 
31:;〉1(:;:3)J(;;:2)1
5.8 I 5.8 I 
5.8 1 I 
I >50 I >50 I 
i2.4m>5011.9m>45' 
2.0 1 >1.91 
337| 
0741 
Transparency (m) 
DO ppm 
Rate of DO 
saturation (%) 
Om 
x m 
Om 
xm 。
??
•• 
?
?
?
? ?
>50 i 
??? ?
?
?
?
???
>50 
3.871 
1 
(;:)!(;:;〉|
5.8 I 5.8 [ 
>50 I 
52.9 
〉501
3.72 1 
札 6 I 
>501 
37.7 
81.0 
(85.9) 
5.8 
>50 
3.47 
40.6 
表 2 乙和池における無機栄養塩類の濃度
Concentration of inorganic nutrients 
in Lake Otowa-ike 
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表 3 乙和池におけるクロロフィル a量
Concentration of chlorophyll-a in 
Lake Otowa-ike 
Station Chl.-a (μg/l) 
19 
18 
1 S 7.1 
1 B 37.5 
2 S 3.3 
2 B 37.4 
っているのは， 該所において藍藻の一種 Microcystis
pulverea が著しく繁殖していたためと推定される。
塩素イオンは，吉村 (1976)が記しているような日本
の淡水湖における 10mg/l内外の値よりも幾分多い値
が得られた。この原因は不明で、あるが，海面より大佐渡
山脈の谷聞を吹きあげて上昇する塩分を含んだ風や，
本池のクロロフィノレ a量は調和型湖沼の貧栄養湖程 冬季における雪に含まれた成分なども一因かも知れな
度であった。 St.1と St.2の低層でこの値が大きくな い。
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表 4 乙和池における塩素量
Concentration of Cl-in Lake 
Otowa-ike 
Station Cl-(mgll) 
1 S 
1 B 21.2 
2 S 19_2 
2 B 20_8 
3 15.4 
4 15.4 
5 10.8 
6 15.8 
7 13.9 
8 17.3 
池へ流入する沢はないといってよく，わずかに東北側
〈図4の3地点付近〉に1本の小さい清水がみられる程
度であった。なお，水色は腐植栄養湖にみられるように
騎褐色を呈していた。
国池周辺の植物格
池の周辺は欝蒼とした落葉広葉樹林帯をなし，池畔の
樹木は水面上まで樹震を広げている。池の中央には，先
述のように南北に長い浮島が一つ存在するが，浮島上ま
では樹冠が届かず開けて明るい。林を構成する主な樹種
は，プナ，ミズナラ，モンゴリナラ，グリ，イタヤカエ
デ，ハウチワカエデ，ホウノキなどである。これら大型
の樹木下には，オオカメノキ，ホツツジ，オオパグロモ
ジ，ヵー マズミ， リョウブ，ハリギリ，ウワミズザクラな
どが見られる。このほか，いわゆる裏目本植物に入れら
れるハイイヌガヤ，ハイイヌツゲ，アクシパ，ヒメアオ
キ，.:t:.ゾアジサイ，ヒロハハナヒリノキ，ヤマモミジな
ども生育している。これらを含め，池周辺の木本植物は
今回の調査で19科37種が確認された。林床の草本植物に
はオオカニコウモリ，オオサワハコベ，オオイワカガ
ミ，スミレサイシン，ヒロハノテンナショウ，ツルアリ
ドウシ，サカゲイノデなどの裏日本植物を含む32科73種
が認められた。これらの植物相を真保 (1934)の記録し
f グサナが生育していることが分った。多分これは，天然記
念物に指定されてから，この浮島が島の名所のーっとな
り，見物人の往来が増加するにつれて生じた変化であろ
う占前記した今回みられなかった種類は，一般人にとっ
ては花や姿が珍奇に見えるため，あるいは抜き取られて
失なわれたものと考えられる。また，新たに加わった種
類は，佐渡島内の道端や田畑，山裾の向陽地などに普通
に生育している植物なので，上述の推論の根拠となって
いる。特に帰化植物であるアメリカセンダングサは池畔
に1個体が認められただけなのでごく最近に持ち込まれ
たものであろう。
IV 浮島上の植物および池の水生植物
さて，池のほぼ中央に位置する浮島は，池面積のほぼ
4分の 1に相当する広さを有する〈図3)。岸には挺水
植物は全くなく，高等水生植物では浮島の南側辺縁の水
面にオヒノレムシロ 1種が認められたにすぎない。以前に
真保 (1934)は本種のほかミズヒキモを記録している
が，今周は確認できなかった。
浮島上には，オオアゼスゲとミカズキグサが全面に繁
茂し，周辺部には，ミゾソパとサヤヌカグサが密生して
いる。サヤヌカグサはとくに島の北縁に多い。 このほ
か，島上にはエゾシロネとミズオトリギリが広範函に生
育し，.:t:.ゾリンドウ，ヒメミクリ，アプラガヤ，ミゾハ
ギ，ホソパノヨツパムグラ，ヤノネグサ，ノハナショウ
プなどが混生している。
真保 (1934)に記録しであるツボスミレ，ヒメオトギ
リ，コシロネおよびモウセンゴケは今回確認できなかっ
た。一方，真保 (1934)に載っていないノハナショウプ
が浮島中央に一団塊をなして生育しておるのが目立つた
が，これはその後に入ってきたものであろう。以前には
アメ日カマンネンゴケやカタマリスギゴケが一面に密生
しでいたと記されてあるが，前種は同じマンネンゴケの
仲間のフロウソウに当り，今回も所々に生育していた。
一方，後者は現在ウマスギゴケとしづ和名が当てられて
いるもので，今回は認められなかったので，これら辞苔
類は時代の推移に従って衰退してきたものと思われる。
浮島の中央よりやや南側に井戸または御池と呼ばれる穴
たものと比べるとほとんど変っていないが，草本植物に があるが，ここの水面にはウキゴケとウキクサが生育し
は多少の相違がみられる。すなわち，以前に記されたノレ ていた。この他にも 2個の小さい井戸が存在するが(図
イヨウボタン，ギンリョウソウ，アオヤギソウ，クマガ 3}，周辺の櫨物で穴がふさがれ，水面がみえない状態
イソウ，コケイラ山トケンラ刈土今回観察不能であっ にあった。御池は長さ 10・6m，幅 6.4mでほぼ菱形を
た。一方，真保 (1934)がみていないウマノミツバ，…キー~呈L現在の深度は 2・4mあり池中で最深部となってい
ンミズヒキ，オオパコ，ハナニガナ，アメリカセンダン る。しかし真保 (1934)が測定した当時は 4・5mあっ
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表 5 乙和池の浮島に見られる植物
Floral list found in a :floating islet 
of Lake Otowa-ike 
植物名
ウキゴケ
ウマスギゴケ
ブロウソウ
クラマゴケ
ミズナラ
ミゾソパ
ヤノネグサ
モウセンゴケ
ミズオトリギ
ヒメオトギリ
ツボスミレ
ミソハギ
レンゲツツジ
エゾリンドウ
ホソバノョツパムグラ
エゾシロネ
コシロネ
オヒルムシロ
ミズヒキモ
ノハナショウプ
サヤヌカグサ
ヒロハテンナンショウ
ヒメミクリ
ウキクサ
アプラガヤ
オオアゼスゲ
ミカヅキグサ
種類数
1934 1979 。
。。 。
① @ 。 。。。 ① 。。。 。。。 。。 。。 ① 。。 。。 。
① ① 。。 。。 。。 。
① ① 
① !叩(!)
24 19 
たというから，著しく落葉や枯枝などが沈推積して浅く
なり，単純計算では年間当り 4-7cm埋まってきたこと
になる。この値は，通常の湖沼の平均深度の減少(浅
化〉が年間数 mmであるのに比し著しい進行であり，
早急に対策を構ずる必要がある。なお，島の北側には高
さ 1m未満のミズナラ幼木が1本と，御池近くにヤナ
ギ科に属す幼木1本が生えており注目された。今回の調
査で浮島上に確認した植物は19種であった(表5)。
V 乙和池の藍・緑藻と小形動物
試料は各定点より表面水を1l採水して用いたほか，
St_ 1と St.2では底層水 ll，および底層よりミユーラ
ーガーゼ No.25の陸水用プラ γクトンネットにより垂
直採集したものを合わせ計14標本を主とした。また，木
片，沈積していた紙筒，ミズゴヶ，カワムラカイメン，
ヒノレムシロに付着したもの5標本も加えて観察した。採
水試料はホルマリンで固定したのち上澄を捨て，沈澱物
を検鏡した。
これらの試料を検索して同定し得た種は，藍藻類19
種，緑藻類12種，小形動物33種であり主な種類は表示し
た(表6)。
藍藻類では酸性水域に生育する小形で球形の Syne-
chocystis sp.が St.1 (御池)の表面水中に目立つ程
度で，他の種の個体数は多くなかっ花。各定点で一般的
に見られた種は M・crocystispulverea， M. holsatica， 
および Gomphosphaeriasp.である。また粘鞘が淡黄
色を呈し，湿原の池糖に生育することが知られている
'Dasygloea sp.が St.2， 5， 6， 7， 8の各定点から検出
された。
緑藻類は種類数も個体数も少なく，木片，ヒルムシロ
に付着している Oedogoniumspp.が目立つ程度であ
った。
小形動物では，甲殻類のヤマヒゲナガケンミジンコ
(Acanthodiaptomus Pacificus)， ミジンコ (Daphnia
pulex)，および Thermocグdopshyalinusなどがほ
とんどの定点、の試料中にみられた。高山湖沼に出現す
る小型甲殻類の代表とされるヤマヒゲナガケンミジンコ
〈門間， 1971)は， St. 1~4 のそれぞれの試料中より検
出された。これら小型甲殻類の個体数は，1lあたり 6~
10個体位であった。その他ネズミワムシ (Trichocerca
capuc.ina)，ヨツツノサヤガタワムシ (Mytilinamu-
cronata)， トゲウチワヒゲムシ (PhdcushisPidula) 
などが主要動物ゴランクトンをなしていた。しかし，優
占種とみなされる種は見あたらず，プランクトン相は至
って貧弱であった。
VI 乙和池の付着珪藻
試料は池および浮島の辺縁に生育しているミズゴケと
ヒルムシロを洗った水，池底に沈積していた木片と径約
5cmの紙筒の表面に付着した水垢，水中の枯木に着生
したカワムラカイメンをしぼって得た水よりなる定性的
な5試料である。そして，常法に従って酸処理をなし
pleuraxで封入のうえ検鏡した。検鏡は無作為に選んだ
視野に入る 200個体の珪藻殻について種の同定を行い，
これらの相対的な出現頻度を算出した。
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表 6 乙和池の緑藻・藍藻および小型動物
Green algae， blue-green algae and small animals found in Lake Otowa-ike 
〈ミごー ー 定 点 St. 1 St. 2 
「正試料 S!Blv S 1 B 1 v SIS SIAIBlcID¥E 種名
Synechocystis sp. + + + + + 
Synechococcus sp. + + + 
Dactylococcopsis raphidioides + + + 
λJicrocystis pulverea + + + + + + + 
M. holsotica + + + + + + + 
Aphanocapsa elachista + + + 
GomphosPhaeria sp. + + + + + + + + + + 
Hyella fontana + + 
Spirulina princeps + + 
Oscillatoria tenuis + + + + 
Phormidium tenue + + 
Dasygloea sp. + + + 
Klebsormidium flacidum + + + 
Protococcus vtridis + 
Aπkistrodesmus gracilis + + 
Kirchneriella contorta + + 
Oedogonium sp. + + + 付 + + + 
Closterium dianae + +、 + + 
Phacus hisPidula + + + + + 
P. pleuronectes + + + 
E叫eglyphalaevis + + + 
Vorticella camρanula + + + 
Trichoceγca capuci舟a + + + + + + 
Mytilina mucronata + + 
Testudinella patina + + + 
Daph:司!iapulex + + + + + + + + 
D. longispina + + 
Acanthodiaptomus pacificus + + + + + + + + 
Thermocyclops hyalinus + + + + + + 
Ostracoda + + + 
Chironomid bloodworm + + 
Nematoda + + 
Water mites (Hydracarina) + + 
種 要員 数 戸再19而1315同 511017171ーι121云丁9-1215 
+:見られた ++:多くみられた S:表面水 B:底水 v:垂直採集
付着藻類 A: ミズゴケ B:ヒルムシロ C:木片 D:紙筒 E:カワラムラカイメン
+ : detected tt: rich S : surface water B : bottom water V : vertical collection 
A : sphagna B : lloating.leaved plant， Pota1担ogeto措 distinctus C : a piece of wood 
D : a sunken paper bag E : freshwater sponge， Heteromeyeria baileyi var， petri 
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表 7 乙和池の付着珪藻
Attached diatoms found in Lake Otowa-ike 
A ミ Bヒ C木 D紙 Eカカ
種 名 ズ ノレ ワイτ玄匂 ム ムメ
ケ シロ 片 筒 ラソ
1 Achnanthes convergens H. Kobayasi 1 4 
2 exigua Grun. 2 2 2 
3 hungarica Grun. 3 16 10 5 
4 lanceolata (Breb.) Grun. 1 
5 microcephala (Breb.) Grun. 6 8 10 
6 sp. 2 
7 I An…oneis 
8 I Caloneis bacillum (Grun.) Mereschkowsky 
gomphonemacea (Grun.) H. Kobayasi 
9 Cymbella aspera (Ehr.) Cleve 1 2 
10 turgidula Grun. 1 
11 ventricosa Kutz. 2 2 2 
12 Eunotia diodon Ehr. 1 
13 exigua (Breb.) Rabenhorst 25 
14 fallax var. gracillima Krasske 13 11 4 22 2 
fiexuosa (Br邑b.)Kutz. 1 
16 foγmica Ehr. 1 
17 pectinalis var. minor (Kutz.) Rabenhorst 9 17 11 8 
18 pseudopectinalis Hust. 3 1 7 7 1 
19 robusta Ralfs 1 3 1 2 . 
20 sudetica O.乱1uller 3 6 2 
21 sp. 1 
???
?
?
，，????
?
??? ?
??
? ?
? ?
?
? ?
?
?
?
? ?
?
bicapitata A. Mayer 
sp. 
rhomboides var. saxonica (Rabh.) De Toni 
1!ulgaris (Thwat.) De Toni 
11 31 41 I 1~ 
1 11 21 31つ2 1 
26 Gomphonema angustatum (Kutz.) Rabh. 1 1 2 
27 constrictum Ehr. 1 
28 gracile Ehr. 1 4 2 
29 parvulum (Kutz.) Grun. 3 2 4 5 4 
30 sphaerophorm Ehr. 1 1 
??? ???， ，????? ? italica (Ehr.) Kutz. 
32 Navicula cryptocephara K也tz. 1 2 1 2 2 
33 minima Grun. 4 5 
34 placenta (Ehr.) Grun. 1 1 
35 seminulum Grun. 26 43 41 9 11 
36 sp. 1 6 9 22 5 
37 sp.2 6 
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38 I Neidium 
39 I 
41 
42 
43 Pinnularia 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 
53 
54 
55 
56 Stauro舟eis
57 
58 
59 1 Synedra 
60 1 Tabe伽 i
種 名
iridis (Ehr.) Cleve 
iridis f. vernalis Reichelt 
frustulumくKutz.)Grun. 
pa的 (Kutz.)W. Smith 
paleoides Hust. 
acrosphaeria Br邑b.
biceps f. petersenii Ross 
braunii (Grun.) Cleve 
brevicostata var. sumatrana (Grun.) Cleve 
divergens W. Smith 
divergentissima (Grun.) Cleve 
gentilis (Donkin) Cleve 
gibba Ehr. 
gibba f. subundulata Mayer 
hartleyana var. notata H. Kobayasi 
nodosa Ehr. 
subcapitata Greg. 
viridis (Nitz.) Ehr. 
anceps Ehr. 
phoenicenteron Ehr. 
smithii Grun. 
γU畑抑制 Kutz.
fenestrata (Lyngb.) K包tz.
5 
9 7 7 
3 5 
2 
1 
6 1 17 8 
1 1 
1 1 
11 
1 
2 
1 
1 
1 3 1 
35 3 2 1 
1 1 1 
1 
1 
1 1 
51 両 4 
521 81 
細 胞 数 の 計 1 200 1 200 1 200 1 200 1 200 
200細胞に数えられた種類数 24 
The number of each species indicates that of valves found in 200 diatoms 
-印は存在の確認された種 (detectedspecies) 
各種の出現頻度は表示したとおりである(表7)。検 で次いで Navicula seminulumの出現頻度が高かっ
索同定し得た種は各試料ともそれぞれ11~13属24~34種 た。また，Achnanthes hungaricaや Eωwtiapecti-
および変種を含み，全体としては16属60種および変種と nalis var. minorの出現も目立つた。低倍率の検鏡で
なった。 はEunotiaspp.， Frustulia rhomboides， Pinnularia 
試料ごとの種組成の特徴は，次のとおりである。 spp.および Cymbelaasperaが顕著で， その他，
ミズゴケ:Eunotia exigua， Navicula seminulum， Eunotia flexuosa， E. pseudopectinalis も散見され
Tabellaria fenestrata， Pinnularia subcaPitataがた。
ほぼ同頻度で見出された。また，低倍率の検鏡では，犬 木片付着物:優占種はヒノレムシロとほぼ同様で，Ta・
型種である Eunotiapseudopectiπalis， E. robusta， bellaria feneitrata次いで Naviculaseminulumで
Frustulia rhomboides， Neidium iridis， Pinnularia あるが，Eunotia属の種類が多いのに反し，Pinnula-
viridisなどが目立った。 riaは種数と相対頻度が少なかった。
ヒルムシロ:第一優占種は Tabellariafenestrata 紙筒付着物:ミズゴケ以外の他の試料に比し Tabel-
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laria fenestrataの出現が少なかった。これは，小型
の Navi・'culasp. 1の頻度が高いためである。比較的
大型で目立つ種として FトustuUarhomboi.desがあり
Pinnularia spp.，や Eunotiaspp.の量も多かった。
カワムラカイメン:他の試料に比べ Tabellariafe-
nestrataの出罪頻度が著しく高く， そのため他の種類
数が少なく単純な組成をなしていた。一方，Fragilaria 
spp.や Melosiraitalicaのように群体をつくる浮遊性
種となるものが多く見出されたことも注目される。この
ような結果は群体としてのカイメンの摂餌法にも起因し
ているらしし上記のようにして得た試料をそのまま付
着珪藻として認めることはできない。
このように，カワムラカイメンを特殊なものとして除
くと，他の4試料の付着珪藻の種組成は Tabellaria
fenestrataを優占種とし次いで，Pinnularia spp. 
や Eunotiaspp.が種数，個体数共に多いという特徴を
持っているといえよう。
上述した種 (Plate1 ~羽〕の生態的特徴を Foged
(1964)に基づいて検討してみると，嫌塩水性種や真お
よび好止水性種が多いといえる。また， pH特性は(図
4，表8)，好酸性種がおよそ45%の出現頻度を占めたの
に比し，好塩基性種は10%前後にすぎなかった。このこ
とは池環境の陸水学的測定結果(表1)と一致するもの
A 園田園田盟国圃暗闇盟国盟国蹄部¥1
B 
c 
D 由盟園田盟盟亜圃甜韮睦揖盟出i}!{il1 
E 園田輯盟国瞳盟臨時出器期開明:1
T 盟富田瞳盟盟盟輔弼闇輔醐:¥:¥¥1
匝覇刷凶耐帥10附o叩鵬u田s
図 A山l肱h刷刷叫k回凶凶a剖副h刷刷山lp凶州州帥hil蜘 o。叫ussp 
瞳聾 Ind臨時間句
口問inct
図 4 乙和池の珪藻の pH特性
A:ミズゴケ B:ヒルムシロ C:木片
D:紙筒 E:カワムラカイメン
pH characteristics of diatoms in Lake 
Otowa-ike. 
A: sphagna B:畳oa.tiog-leavedplant， 
Potamogeton distinctus C: a piece of 
wood D: a sunken paper bag E: 
freshwater sponge， Heteromeyeria baileyi 
var. petri 
表 8 乙和池の珪藻における pH特性
Summary of pH characteristics of 
diatoms found in Lake Otowa.ike 
number of cell 
pH spectra 
AIBICIDIE 
total 
Acidbiontic specí~s 。。。。。。
Acidphilous species 85 87 85 96 93 446 
Indifferens species 104 75 84 73 94 430 
Alkaliphilous species 61 25 21 19 5 76 
Alkalibiontic species 。。。
Indistinct species 51 131 10 12 8 48 
total 12州却0120仰01却01 1000 
といえよう。
このような特徴は，以前に私たちが新潟県内で調査し
た新潟市近郊の潟湖や用水溜池など，および同じ佐渡島
のほぼ岡高度 (580m)にある小佐渡の杉池(本間ら，
1971;本間ら， 1976;水原町， 1978)とは異なれむし
ろ大峰山池沼群〔山岸・小林， 1971)，八ヶ岳白駒池(福
島， 1972)，大雪山(平野・岩城， 1970， 1972)，三国川
水系の沼沢沼(本間ら， 1975)などの高層湿原のそれに
類似していると判断される。
vll その他の動物
池畔や浮島周縁には，カワムラカイメン.(Heterome-
yeria baileyi vat. petri)やハネコケムシ (Plumatella
repens)が繁殖していた。
魚類は元来全く生息しておらなかったものであるが，
今回は明らかに人為的に放たれたヒプナが御池の中にま
で遊泳しているのが目撃・採集された。
両生類はアマガエノレ，ヤマアカガエル，モリアオガエ
ルなどの無尾類成体と，佐渡島特産種のサドサンショウ
ウオの幼生が採集できた。また，池の周辺の腐植泥中に
は，マメシジミの一種，ユスリカの一種くTendiPes
sp.)および淡水ミミズも生息していた。
なお，当日の池畔樹林帯で観察さたれ鳥類は，ヒヨド
ロ，ホオジロ，ウグイス，キジバト，シジュウカラ，ヤ
マガラ，センダイムシクイ， ヤプサメおよびメジロの 9
種にすぎなかった(千葉晃による)。また， ヒダリマキ
マイマイやヤマカガシも目撃された。
vmまとめ
以上述べてきた資料より判断すると，乙和池は吉村
(1976)の湖沼分類による腐植栄養型一中性型くB-3)に
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属するとみなされる。また，天然記念物として保存し保
護していくうえで由々しい問題と思われるのは，推積物
の分解速度を上まわる落葉等の沈推積があることで，か
なり急速に深度が浅くなり，水質の悪化が予想されるこ
とである。浮島を形成する植物群の根なども，分解され
ずに伸長し，大塊化して"以前は風により浮動していた
島も現在では北側で池底と援し，不動となっている。こ
のような現状に至った原因としては，推積物の他に第二
次大戦後，シイタケ栽培のために周辺の樹木が伐採さ
れ，湧水の減少に拍車をかけたことも考えられる。
浮島を浮島として保存する有効な手段としては，もち
ろん池の波探も一手段であろう。しかし堰止湖で沢の流
入もなく，降雨などによって収支される以外には水の動
きがないといってよい状態にある。したがって，水の循
環による酸素供給により推積物の分解を促進させること
も一法となり得る。
国や地方自治体で天然記念物に指定した後は，現状維
持のみを立前として手を施さない場合は，潟湖・池沼な
どが遷移の常として，埋没化したり陸地化したりするの
は当然の成り行きである。したがって，場合によっては
効果的に水埋工学的処置を加えることも必要であろうこ
とを提言して本稿を終える。
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Plate 1 ~ IV. 
一回一
PLATE 1 
1 Melosira italica (Ehr.) Kutz. 
2 Fragilaria sp. 
3 Fragilaria bicapitata A. Mayer 
4 Synedra rumpens Kutz. 
5 -8 Achnanthes hungarica Grun. 
9 -12 Tabellaria fenestrata (Lyngb.) Kutz. 
13， 14， 16 Eunotia pectinalis var. minor (K世tz.)Rabenhorst 
15 Eunotia sudetica O. M包ller
17， 18 Eunotia robusta RaIfs 
〈五gs.1-17: x 2000，五g.18:1 x 1000) 
-ω ー
PLATE I 
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PLATE II 
1， 2 Eu揖otiafallax var. gracillima Krasske 
3.-5 Eunotia exigua (Br邑b.)Rabenhorst 
6 Eu持otiadiodo据 Ehr.
7. 8 Eunotia pectinalis var. minor (K首位.)Rabenhorst 
9. 10 Eunotia pseudopectinalis Hust. 
11.12 Eunotia jlexuosa (Breb.) Kutz. 
13 Eunotia formica Ehr. 
14 Eunotia robsta RaIfs 
日gs.1-12. 13B， 14: x 2∞0， fig. 13A: x 1∞0) 
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PlATE 11 
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PLATE IH 
1 Stauroneis phoenicenteron' J:!hr. 
2今 Stauroneissmithzi Grun. 
3， 4 Stauroneis anceps Ehr. 
5 Caloneis bacillum (Grun.) Meresckowsky 
6 Nei・'diumiridis (Ehr.) Cleve 
7 Neidium iridis .f vernalis 'Reichelt 
8 Frustulia vulgaris (Thwat.) 
9， 10 Frustulia rhomboides var. saxonica， (Rabh.) DeToni 
11 -13 Pinnularia subcapitata Greg. 
14 Pinnularia nodosa Ehr. 
15 Pinnularia bi・'cepsf. petersenii Ross 
(五gs.2-5， 5【 15:X2000，五gs.1， 6: x 1000) 
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PLATE 111 
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??
?????
? ? ? ? ?
?
PLATE IV 
1 Pinnularia viridis (Nitz.) Ehr. 
2 Pinnula.ria brevicostata var. sumatrana CGrun.) Cleve 
3. 4 Pinnularia braunii (Grun.) Cleve 
5 Pinnularia gibba Ehr. 
6 Pinnularia gentilis (Donkin) Cleve 
7. 8 Pinnularia subcapitata. Greg. 
〈五gs.1-5A， 7，8': x 2000. figs. 5B， 6: x 1000) 
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PLATE IV 
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PLATE V 
1， 2 Pinnutaria acrosphaeria Breb; 
3: Pinnularia gibba f. subunぬlataMayer 
4 忌 Pi写n持榔ul，μG即r匂 hartleyana v 珪a;r.η1Iot却ataH. Kobayas討i 
5一 Pinllulariadivergens W. Smith 
{;' Pinnularia brevicostata v，且r.sumatrana (Grun.) Cleve 
7 Navicula sp. 1 
8 Navicula minima Gruni 
9 Navicula sp. 2 
10 Navicula cryptocephara K也tz.
11 Navicula placentaζEhti) Grun. 
12 -15 Navicula seminulurn Gf，un. 
16， 17' Andmoeoncis gomPhonernacea (Grull.) H. Kobayasi 
ヌ五gs.1-5， 7-17: X2000， 五g.6: x 1000) 
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PLATE VI 
}-5 Gomphonema parvulum (Kutz.) Grun. 
6 Gomphonema sphaerophorum Ehr. 
7 -9 GomPhonema angustatum (Kutz.) Rabh. 
10 Gomphonema gracile Ehr. 
11 Gomphonema parvulum (Kutz.) Rabh. 
12. 13 GomPhonema constrictum Ehr. 
14. 15 Gomphonema angustatum (Kutz.) Rabh. 
16. 17 Cymbella ventricosa Kutz. 
18 Cymbella aspera (Ehr.) Cleve 
19 Nitzschia paleoideS Hust. 
20 Nitzschia palea (Kuti.)羽T.Smith 
21. 22 _ Nitzschia frustulum (Kutz.) Grun. 
(五gs.1-17.19-22: x2000. 五g.18: x 1000) 
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PlATE V I 
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